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 概要 

 
市の概要 

 
市の沿革

本市は、昭和 26（1951）年に流⼭町・⼋⽊
村・新川村が合併して江⼾川町となった翌年
に、名称を流⼭町にあらためました。昭和 42

（1967）年に市制がはじまり、平成 29（2017）
年に 50 周年をむかえた⽔と緑の豊かな⾃然
が息づく住宅⽂化都市です。 

平成 17（2005）年 8 月に都⼼直結となる
つくばエクスプレスが開通したことにより、

沿線駅である流⼭おおたかの森駅や流⼭セン
トラルパーク駅のまわりには、質のよい住宅
地の整備とあわせて、商業機能などの整備が
進められています。とくに、流⼭おおたかの森
駅周辺のセンター地区は、本市の新たな中⼼
核として位置付けられ、これにそった街づく
りが進められています。 

 
人口動態 

本市の人口は、昭和 30（1955〜）年代はじ
め頃の住宅団地開発により急増し、昭和 30

（1955）年から昭和 50（1975）年にかけては
10 年間ごとに倍増していました。その後、増
え方はゆるやかになりましたが、平成 30

（2018）年度の人口は昭和 30（1955）年度の
およそ 10 倍となっています。 

人口の⾃然・社会増減数ともに減少から増
加傾向に転じており、とくに、つくばエクスプ

レス開通の頃からは社会増が顕著となりまし
た。 

地域別にみると、歴史、⾃然、⽴地的属性か
ら北部、中部、南部及び東部にわけられます。
近年、伸びが⼤きいのはつくばエクスプレス
沿線にあたる中部・南部であり、全体の人口の
伸びの⼤半を占めています。4 地域の中で北部
だけは人口が減っているのも特徴といえま
す。

 

 

図 2-1 人口と世帯人数の推移 
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つくばエクスプレス沿線整備 

平成 17（2005）年に開通したつくばエクス
プレス沿線の市街地は、「宅鉄法※」に基づい
た鉄道の建設と沿線の⼀体的なまちづくりで
ある「⼀体型⼟地区画整理事業」が進められて
きました。事業の対象は、新市街地地区（流⼭

おおたかの森駅周辺）、運動公園周辺地区（流
⼭セントラルパーク駅周辺）、⻄平井・鰭ケ崎
地区、鰭ケ崎・思井地区、⽊地区（南流⼭駅南）
の 5 地区です。 

 
 

⽔道事業の沿革 

本市の⽔道は、昭和 38（1963）年 4 月に
給⽔をはじめてから、58 年もの⻑きにわた
り、みなさまに安⼼な⽔を届けてきました。 

まず、昭和 37（1962）年に流⼭⽔道として
創設され、東部⽔道の創設・統合、江⼾川台⽔
道の買収・統合などをへて、第 3 次拡張より
流⼭市⽔道事業となりました。 

つくばエクスプレス開通による人口の増加
にあわせて平成 14（2002）年に第 6 次拡張
をおこない、平成 18（2006）年 6 月にはお
おたかの森浄⽔場が動きだしました。さらに、
将来の人口を⾒直し、予備の井⼾２本を本井

へと変更する第 7 次拡張事業の変更が令和 2
（2020）年 3 月に認められました。 

平成 18（2006）年に完成した新しいおおた
かの森浄⽔場を除き、他 3 浄⽔場は⽼朽化に
ともない、⼤規模⼯事をおこなってきました。 

⻄平井浄⽔場は平成 28（2016）年度に配⽔
池※と場内配管、江⼾川台浄⽔場は平成 29

（2017）年度に配⽔池と塩素混和池※、次亜塩
素注入設備※、東部浄⽔場は平成 25（2013）
〜26（2014）年度に施設改修と電気機械設備
の⼯事をおこなっています。 

 

 

 

 

表 2-1 本市の⽔道事業の沿革

 

事業名   認可等年度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・目標年度
計画給⽔
人口（人）

計画1日
最⼤給⽔量
（m3/日）

計画1人1日
最⼤給⽔量
（L/日）

給⽔面積
（km2）

創設 S36年度・S41年度 7,300 1,460 200 7.20

第1次拡張  S37年度・S41年度 12,000 2,400 200 7.20

第2次拡張      S44年度・・S50年度 20,000 6,000 300 7.20

第3次拡張         S48年度・・ S55年度 90,000 40,500 450 29.76

第4次拡張                              S58年度・・・H07年度 132,300 41,500 314 35.31

第5次拡張                                   S62年度・・・H11年度 147,000 55,900 380 35.31

第6次拡張                                                            H13年度・・・H22年度 166,500 65,700 395 35.31

第6次拡張変更                                                                   H18年度 ・・・H28年度 166,500 65,700 395 35.31

国への届出                                                                                 H23年度・・・・R6年度 182,000 58,900 323 35.31

第7次拡張                                                                                             H30年度・・・・R12年度 203,000 57,600 284 35.31

【宅鉄法】正式名称は「⼤都市地域における宅地開発及び鉄道整備の
⼀体的推進に関する特別措置法」 

【配⽔池】消毒がすべて完了した上⽔を配⽔する前に⼀時的に蓄えて
おく浄⽔場内の設備 

【塩素混和池（着⽔井）】井⼾⽔に消毒剤（塩素剤）を注入、均⼀に
混合する施設 

【次亜塩素注入設備】井⼾⽔に消毒のための次亜塩素酸ナトリウムを
注入する施設 
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⽔道施設の概要 

 
浄⽔場と給⽔区域 

本市の浄⽔場は、市の真ん中あたりにある
おおたかの森浄⽔場、北部にある江⼾川台浄
⽔場、南⻄部にある⻄平井浄⽔場、南東部にあ
る東部浄⽔場の 4 か所となります。 

おおたかの森浄⽔場と江⼾川台浄⽔場は井
⼾⽔（井⼾）と北千葉広域⽔道企業団からの浄
⽔（受⽔）を混ぜ合わせた⽔を配⽔していま
す。 

東部浄⽔場は井⼾⽔（井⼾）を浄⽔した⽔だ
けで配⽔しています。 

⻄平井浄⽔場は北千葉広域⽔道企業団から
の浄⽔を配⽔することが主な役割でしたが、
配⽔量が増えてきていることをふまえ、令和 2

（2020）年 4 月から井⼾⽔も浄⽔して配⽔し
ています。

 

表 2-2 浄⽔場の諸元 

 

  

項目 おおたかの森
浄⽔場系統

江⼾川台
浄⽔場系統

⻄平井
浄⽔場系統

東部
浄⽔場系統

公称施設能⼒ 26,400m3/日 25,600m3/日 28,800m3/日 8,800m3/日
⽔源 深井⼾ 4井 深井⼾ 4井

（1井停止中）
深井⼾ 2井 深井⼾ 5井

浄⽔設備 着⽔井 RC造２池
ろ⽔ポンプ 4台
ろ⽔機 4基
次亜塩素注入設備

着⽔井 RC造1池
ろ⽔ポンプ 4台
ろ⽔機 4基
次亜塩素注入設備

着⽔井 RC造1池
ろ⽔ポンプ 2台
ろ⽔機 2基
次亜塩素注入設備

着⽔井 RC造２池
ろ⽔ポンプ 4台
ろ⽔機 4基
次亜塩素注入設備

処理方法

配⽔設備 配⽔池 PC造1池
10,500m3

配⽔ポンプ 6台

配⽔池 PC造2池
5,000m3

5,000m3

配⽔ポンプ 4台

配⽔池 PC造2池
7,000m3

10,000m3

配⽔ポンプ 5台

配⽔池 PC造2池
1,200m3

1,200m3

配⽔ポンプ 4台
その他 中央監視制御設備

電気計装設備
非常⽤発電機
地下燃料タンク
燃料⼩出槽

電気計装設備
非常⽤発電機
地下燃料タンク
燃料⼩出槽

電気計装設備
非常⽤発電機
地下燃料タンク
燃料⼩出槽

電気計装設備
非常⽤発電機
燃料タンク

深井⼾より導⽔した地下⽔に次亜塩素酸ナトリウムを注入。着⽔井にて酸化処理の後、ろ
過機に圧送し、除鉄・除マンガン処理。



 

 

 

11

第 1 章 
基本計画策定に 
あたって 

第 2 章 
概要 

第 3 章 
⽔道事業の 
現状と評価 

第 4 章 
基本方針・基本 
目標と実現方策 

第 5 章 
投資計画と 
財政収支の⾒通し 

配⽔管網 

これまでの⽔道の拡張や統合のながれや、
人が多く住む地域が離れて発達しているなど
の背景により、配⽔管網は 4 浄⽔場を基点と
して放射状に広がっています。 

浄⽔場間はφ※300〜800mm の太さの管で
つながっており、日常では、浄⽔場が 1 つ止
まっても市内の全域に配⽔できる仕組みとな

っています。 
それぞれの浄⽔場が配⽔する範囲は、⼀般

的に浄⽔場を中⼼とした地域となりますが、
例外として、市南⻄端にはおおたかの森浄⽔
場、市南東部端には⻄平井浄⽔場から配⽔さ
れています。 

 

図 2-2 配⽔管の布設状況  

【ファイ（φ）】管路の口径 
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北千葉広域⽔道企業団からの受⽔ 

北千葉広域⽔道企業団とは、流⼭市、松⼾
市、野田市、柏市、我孫子市、習志野市、⼋千
代市及び千葉県の 1 県 7 市に⽔道⽔を送るこ
とを目的につくられた地方公営企業です。⼀
日最⼤525,000m3 の送⽔が計画されていま
すが、現在は思川開発事業※がまだ完成してい

ないことから、計画量までは送ることができ
ません。 

令和 6（2024）年度に思川開発事業が完成
することで計画は完成し、本市は 47,300m3/
日まで受⽔することができるようになりま
す。 

 
 
 

図 2-3 北千葉広域⽔道企業団の構成団体と受⽔経路 

  

【思川開発事業】思川の支川南摩川に南摩ダムを建設し、洪⽔調整を
⾏うとともに、思川支川の⿊川、⼤芦川と南摩ダムを導⽔路で結び、
⽔を融通しつつ効率的に⽔資源開発を⾏う事業 




